
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年12月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

企業業績については、米国関税政策の影響から製造業では小幅の減益となる一方、非
製造業は比較的堅調な状況です。
国内株式相場は、企業業績が底堅く推移する一方、日銀の利上げ姿勢や、長期金利の
上昇から上値は重く、レンジ内での推移に留まるとみています。

国内株式相場はレンジ内で推移

（期間：2024年12月30日～2026年1月16日）
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日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2026年1月13日～1月16日）

投資環境見通し（2026年1月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。
週初より、衆議院解散報道を受け、財政拡張を伴う経済政策への期待が高まりまし
た。これに加え、円安が進行したことも追い風となり、14日には日経平均株価が、
15日にはTOPIXがそれぞれ最高値を更新しました。週末にかけては、高値圏で推移し
ていたことから、利益確定売りが優勢となり、上昇幅を縮めて週を終えました。
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東証市場別指数の推移
（期間：2024年12月30日～2026年1月16日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202601_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 3,658.68 4.11% 8.55% 29.77% 36.10%

日経平均株価 39.83%53,936.17 3.84% 9.22% 35.98%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
1月16日
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